
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 土   夏 季 休 業 日 始  

2 日    

3 月    

4 火               

5 水    

6 木    

7 金    

8 土    

9 日    

10  月   山 の 日  

11 火    

12 水    

13 木    

14 金    

15 土    

16 日    

17 月    

18 火    

19 水    

20 木    

21 金     

22 土    

23 日   夏 季 休 業 日 終  

24 月   始 業 式  第 ２ 学 期 始 業 式  

給 食 始 ま り ・ 給 食 後 下 校  

視 力 検 査 (６ )  

25 火    

視 力 検 査 (５ )  

26 水    

視 力 検 査 (４ )  

27 木   
 

視 力 検 査 (３ )  

28 金    

視 力 検 査 (２ )  

29 土    

30 日    

31 月  講 話  ２ 学 期 つ た の 葉 教 室 指 導 開 始 日  

視 力 検 査 (１ )  

この不思議な感覚は何でしょう。あっと

いう間に１学期が終わった感があります。

実際には、いつもより２週間ほど長い１学

期だったのですが…。登校が始まったの

は、６月からだったためか、昨年度末から

毎日がイレギュラーの連続で、その対応に

四苦八苦だったためか。いずれにせよ、新

型コロナウィルスは、私たちに様々な「対

応力」という挑戦状をたたきつけてきてい

るようです。  

 実は、この８月号も、通常ならば夏休み

で発行のない号です。今年の夏休みは、８

月１日から２３日まで、と短いために発行

されることになりました。この夏は、各学

年の宿泊行事やプール指導・サマースクー

ルもなくなりました。  

 また、本来ならば、今頃オリンピック・

パラリンピックで海外の選手・観光客も来

日し、賑わっていたはずの東京は、少し緩

和ムードもあるとは言え、当初の予定と

は、全く違う寂しい夏を迎えました。…と

まあ、こんなあれもこれも「ないない」

と、不満や不安ばかりを口にしがちな私で

すが、ひとつこんな詩を思い出しました。

秋葉てる代さんの「未という字」です。以

下に抜粋します。  

 

未という字    秋葉てる代  

「否定の意味を持つ字は四つあります。

非・不・無  そして未。」  

国語の時間に習ったこと  

  非常識、不可能、無意味   

 否定されるのは  かなしい言葉が多い  

  でも四つの中で「未」だけはどこかちが

っている         

～裏面に続く～  

  

 
 

    「未」にかけてみたい             

副校長  山本  有子  

 
         

 

          
            校長 和田 利次  

泰 明 だ よ り  

 
 

Taimei ・令和 ２・８  

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

（ ） は 学 年 、 ○ は 実 施 す る 授 業 時 間 で す 。  

中央区立泰明小学校 第３５７号 
中央区銀座五丁目１－１３ 

校長 浮津健史 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２ 

 

８月のカレンダー  こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  

各 学 年 の 下 校 時 間 、 授 業 時 程 の 詳 細 は 、  

学 年 便 り を ご 覧 く だ さ い 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～表面より続く  山本副校長「未という字」～  

 

未来－－まだ来ない。でもいつかきっと来るかも  しれない。（来るだろう。）  

 未知－－まだ知らない。でもいつかきっと  知るかもしれない。（知るだろう。）  

～  中  略  ～  

 

私は今  何ももたないのだけど「未」という字にかけてみよう。  

未完成な  私の未来に  

 

～  後  略  ～  

子供たちの「対応力」は、素晴らしく、この１学期登校開始してからも「未知」なる

希望あふれる「未来」を感じることがたくさんありました。  

 そういえば、私の知り合いの某署所属のレスキュー隊隊長さんが、被災地の救助に向

かうと、その惨状に被災された方はもちろんのこと、救助にあたる者達も心が折れそう

になることが、しばしばあるそうです。そんな被災地であっても子供たちは、元気に遊

び、笑い合っており、その様子はいつも以上にキラキラと眩しく輝き「未来への希望」

となり、エネルギーを与えてくれる、と話してくれました。   

 未知なるものに向かう私たちに、未来に希望を与える子供たちとの、  

短い夏休みがどうぞ充実したものとなりますように。  

 

 

 

 

６年生から１年生への贈り物             ６年担任  大庭  正泰  

  

 長い休校期間を経て、学校が再開して２ヶ月がたち、様々な取り組みも同時に再開で

きたのですが、「新しい学校の生活様式」を守るため、どうしても異学年の交流学習の

実施ができていません。  

 この春から最上級生になった６年生の中には、「お兄さん」「お姉さん」として １年

生のお世話をすることを最大の楽しみとしていた児童も少なくありません。  

 例年、６年生は、朝、１年生をフランス門で待ち構えてあいさつをし、下駄箱、教室

に連れて行き、登校のお世話をしてあげます。休み時間は一緒に遊び、お掃除のやり方

も教えます。しかし、今はそれら全てができません。  

ある時、講堂から、１年生の初々しい元気な歌声が聞こえてきました。よく聞くと、

「泰明小学校校歌」でした。  

「校歌を１年生に教えてあげたい。」「何かできることはないかな。」  

６年生みんなで、１年生全員分の １人１人の名前を書き、校歌、イラスト、メッセー

ジを書き、思いを込めて手作り 下敷きを作ることにしました。下敷きプレゼントのため

に１年生を招待し、青空の下、贈呈式を行いました。１年生からお礼の言葉をもらった

６年生達が、少し照れくさそうに、にっこりしている姿が印象的でした。  

６ 年 生 の 代 表 者 か ら 、 下 敷 き プ

レ ゼ ン ト の 説 明  

イ ラ ス ト 、 メ ッ セ ー ジ 、 校 歌 入

り の 下 敷 き を ６ 年 生 か ら １ 年 生

へ プ レ ゼ ン ト  

全 て 平 仮

名 で 書 く

よ う に 気

を 配 り ま

し た 。  


